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講義演習』『オ 校内研修』『カ 校外研修（道教委）』を回答した割合が 30％を越えており、
ア イ ウ エ オ カ キ ク ア イ ウ エ オ カ キ ク
66 15 36 23 36 21 13 5 (1)①教職の意義・教員の役割 57 19 40 27 33 17 12 3
55 9 27 36 39 23 15 5 　 ②職務内容 35 7 16 38 44 29 10 3
57 8 31 42 34 19 10 5 　　 ａ身分・心構え 42 9 24 37 48 29 7 2
38 10 30 32 54 21 11 3 　　 ｂ学校の組織 25 8 22 31 64 24 8 2
61 6 17 44 36 26 10 5 　　 ｃ教員の服務 34 3 11 44 47 33 7 3
37 9 19 36 49 46 24 8 　　 ｄ教員の研修 20 7 8 38 46 43 34 8
87 5 8 16 11 16 6 5 (2)①理念・歴史・思想 76 1 7 16 18 18 9 7
71 14 21 17 32 31 25 8 　 ②心身の発達・学習の過程 64 4 7 24 30 39 34 10
63 5 9 28 32 35 17 7 　 ③社会的制度的経営的事項 45 2 6 24 36 42 17 9
63 6 11 27 46 37 18 6 (3)①教育課程の意義・編成 45 2 4 22 48 42 19 11
66 10 33 22 44 43 27 5  　②教科指導
50 10 29 27 49 45 27 6 　　 ａ評価方法 36 6 13 26 53 49 28 3
52 11 25 24 48 48 34 6 　　 ｂＡＬ 38 7 12 21 36 51 39 7
48 12 25 22 51 44 34 6 　　 ｃＩＣＴ活用 37 4 10 21 35 51 39 7
49 14 26 21 50 42 27 5 　 ③特別活動の指導法 30 9 21 19 51 37 24 2
61 14 36 23 51 44 28 8 　 ④教育の方法・技術 39 13 26 26 51 39 34 4
58 13 21 27 52 43 28 5 (4)①生徒指導の理論・方法 42 8 15 29 56 43 26 6
53 10 18 26 48 48 33 5 　 ②教育相談の理論・方法 45 7 13 29 51 43 33 7
46 11 17 25 61 43 32 7 　 ③進路指導の理論・方法 36 8 10 26 55 45 31 4











②初任教諭の全体の平均は、『ア 教職課程講義演習』が 57％と最も高く、『オ 校内研修』




















































































































































































































平成 28年度までは初任年次のみ初任者研修が行われていたが、平成 29 年度からは初任
段階教員研修（１年次～５年次）に換わり、各校での校内研修と学校を離れての校外研修
の充実を図っている。 
 校内研修には、この初任時研修に加え、日常的に仕事をしながらの研修（OJT）や職場全
体での研修会なども含まれている。管理職や同僚の教諭から、学校現場で直面しているこ
とを学び、初任時の業務遂行には欠かせない研修になっている。アンケートでも知識・資
質を育成する機会として多くの項目で高い率を示している。 
課題としては、学校現場が多忙なため校内研修が形骸化していることや、小規模校では
若年層が多く教員の人数も少ないことから充実した研修が難しいことが挙げられる。また、
初任教諭対象の研修が実質的に行われていないことを示唆するコメントもいくつかあり、
早急な対策が必要である。 
 
カ 『校外研修（道教委）』 
道教委主催の研修は各教育局や北海道立教育研究所で行う研修など目的別または教員の
キャリアステージ別に様々な研修が用意されている。アンケートでは、知識・資質を育成
する機会として、教科指導、生徒指導、進路指導など生徒への指導に係る項目で高い割合
を示しており、教員の期待は高い。また、講師からの学びのほか、他校教員からの学びも
有効であることがアンケートに記載されている。 
課題としては、業務の多忙さのために職場を離れて参加することができない教員がいる
ことが挙げられる。オンデマンド方式の研修や地方での研修の開催を一層増やすことが必
要である。また、そもそも研修自体の必要性を感じていない教員がいることも事実であり、
意識の変革を求める対策が必要である。 
 
キ 『校外研修（研究会）』 
現在、北海道内には高校の教科や分掌に係る研究会が多数あり、希望する教員がそれぞ
れの研究会に参加し、教育に関する情報を収集したり他校との実践交流を行ったりしてい
る。これらの校外研修は、研究会に参加することでそれぞれの研究会の目的に関係した知
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識・資質を備えることができるため、教科や分掌に関係する項目への期待が大きい。アン
ケートでは特に新しい教育方法（ALや ICTの活用）への期待が大きく、校外からの情報を
必要としていることがわかる。 
課題としては、時間が取れないことや旅費や参加費用が必要であるため、参加できない
教員がいることが挙げられる。また、研究会への参加者が近年減少している研究会もあり、
研究会に参加する必要性を若手教員に伝えることや若手教員にとって魅力ある研究会とな
ることが各研究会に必要である。また、教職課程の学生をこれらの研究会にオブザーバー
として参加させ、研究会に参加するメリットを感じさせることも有効と思われる。実際、
本学の理科教員を目指す学生は、北海道高等学校理科教育研究会のマルティメディア理科
教育研究協議会に参加させていただいており、様々な観察・実験を体験することで研究会
のメリットを大いに感じている。 
 
ク 『免許更新講習』 
アンケートに回答した中堅教諭は、すでに免許更新講習を受講している。アンケートで
は知識・資質を育成する機会として、今回挙げた項目では低い割合にとどまったが、「最新
の話題について学べるのはよい」という意見もあった。内容については、講師が教えたい
ことと受講者が必要としている内容にミスマッチがあり、学校現場の要望を取り入れた内
容にする必要がある。 
 
５．まとめ 
以上、初任教諭と中堅教諭を対象としたアンケート結果をもとに、教員として必要な知
識・資質を育成する様々な機会について検討した。北海道教育委員会は平成 29年 12月に
「北海道における教員育成指標」を策定し、キーとなる 14の資質能力を設定した。今後は、
これらの資質をどのように計画的・系統的・一体的に育成するかについて検討することと
している。現在の教職課程や研修など知識・資質を備えるための機会には様々な課題が存
在しており、それぞれの実施機関は内容や実施形態の改善に取り組まなければならない。 
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